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カテゴリー 主な記載内容 
合っているのか

わからない（7） 
よくわからない（2） 
まだよくわからないが，現状にあっているよう 
これからなのでよくわからない 
あっているのかあっていないのかむしろ分かりません．基準が分かりません 
合っているかどうかはわからない 

合っている(12) 合っていると思う．（6） 
認定はあっていると思う 
適正判断をしていただけた 
合っている 
現在，介護 3 であり満足 

期待していた認

定結果であった

(3) 

実情をよく把握出来ている 
自分で予想した通りだったので 
家族が認識する実態と合っている 

限度額内で必要

なサービスを受

けることができて

いる(5) 

要介護 2 の時（1 年前）は毎月限度額を越え，経済的にと言うより，気がねしてサービス利用できなかったが，今は要

介護 4 になって堂々と利用できている 
デイサービス週３回行けるので精神的にすごく助けられている 
ケアにあった認定なので，必要な支援が受けられるから 
オーバーせずに使えてるから 

介護の大変さに

見合った認定で

ある(13) 

要介護 2 から更新時要介護 3 となった．自分の介護の大変さが表われていると思う 
同じ目線に感じる 
動けるが，ちゃんと見てもらって認定に合っている 
身体的には健康な人と変わらないが，認知，行動の面で大変なので，そこを認めてもらえて助かった 
現状を理解してもらえてる 
介護 1 から急に介護 4 になった時に実情に合っていたため 
一人での全介護なので 
ほぼ寝たきりなので 

認定調査員の対

応が適切だった

(8) 

認定調査員は，適切に対応されていた 
調査員に対して心構えが必要ですが，ちゃんと家族の話しも聞いてもらえてると思います 
急にレベルが下がった様子を動画メモにて訴えた効果有り 
家族もまじえて聞きとりしてもらえた 
家族の話をよく聞いてくれる 
丁寧に判定して頂けた 

必要な時に再認

定が受けられる

(5) 

入院して介護度が上がる時はとても院内でアドバイスしてもらえている 
要介護 2 の認定を受けて，2 ヶ月後にケガにより再認定審査で要介護 4 を受けた 
介護度を上げたいが，ケアマネさんと相談中 
合っていなければ，再申請（みなおし)できる事が良い 

概ね満足してい

る（27） 
要支援 2→要介護 1 に上げる際，本人の前で言いにくいので手紙を書いて認定員に渡したらまあまあの結果に 
要介護 5 そのままなので 
要介護３の実情に合っているとは思います 
本当はもう一つ介護度を上げて欲しいけれど仕方ないとも思う 
不満はない 
必要な点はクリアしていると思う 
認知症に対する理解があまりないと感じる 
あっていない 
他の利用者の状況と比べて納得できる 
全介助なので 
今は合っている．要介 2～3 の時は不満 
現段階では OK 
現在は，満足してます 
まそんな処だろうと納得できる 
まずまず合っていると思います 
こんなものかなと受け止めています 
これ以上，上がらない 
これからが本番だと思いますがありがたい制度と思います 

その他(3) （私自身が）ケアマネでもあるため，詳しい説明ができた 
ケアマネに相談・確認し，アドバイスしてもらっている 

認知症の状態が

反 映 さ れ な い

(22) 

要介護度は身体能力の方に重きを置きすぎていると思います．認知機能が低下して，動ける状態こそ何をするかわか

らず，見守りの助けがほしいが，それが受けられない 
認知症状（精神症状）への（認定）対応が低いように思える 
認知症であることが反映されていない 
認知症が悪化しているのに，認定する時は，受け答えができるので，軽くなってしまう 
足腰がしっかりしているため，認知症の進みが進んでいるのに要介護 2 は不満 
全くコミュニケーションがとれず反社会的行動もするが，身体が動くので介護度が低いまま 
身体が動く認知症は認定が低い 
身体が自立しているので実情よりも軽く認定されている 
行動障害がどの程度反映されているのか 
もともと身体障害を念頭にいれた制度だからなのだろうが，認知機能低下による要介護認定が厳しすぎる．むしろ動き

回れることによる困難も考慮して欲しい 

99



100 
 

カテゴリー 主な記載内容 
ADL がほぼ確立しているため，認知症の問題だけだと，どれだけ大変でも，低くなってしまう 

認知症の初期の

方が認定が低い

と感じる 

発症初期は軽すぎ，重度期は重すぎと感じる 
認知症で身体能力に問題がない場合（現在は満足ですが，初期は家族の負担が多いわりに認定が低かった） 
体の動き，機能低下が強くなって，ようやく介護度がおいついた． 
進行が早く，徘徊等，介護度が低い時の方が介護の負担が大きく，重度になるほど動きまわることもできず 

認定調査の項目

だけでは伝わら

ない(20) 

認定調査にない項目で困っているため結果が軽くなる．実情に合わない 
判定の為の項目だけではわからないこまかい点があるのに伝わらないと実感する 
認定の項目が認知症を評価するのに適当でない（当てはまらない） 
認知症の状態は特記事項で書く必要がある 
日による違い，判定は複数日で 
上辺だけの調査で何がわかるか教えて欲しい 
家族等の言い方（テクニック）で変る気がする 
家族の実態の調査が無い 
家族から見てかなり祖母は酷いと思うのだが 
一度の短い時間では判断できかねる 
本人がなんでもひとりでできてしまうように認定されがち・・・．家族が細かく伝えないといけない 
本人がしっかりている部分とそうでない部分があり理解されにくい 

介護の手間が反

映されない(15) 
介護者が大変になってるのに要介護 2 のまま 
介護に手がかかるのに介護度に反映されない 
どんなに被介護者の対応に困っていることを訴えても，体が動くという理由で要介護度を上げてもらえない            
かなり排泄面困っているが低くみられるように感じる 
本人のみならず介護者の実情も認知症の実情もっと組みこんでほしい 
大変なことを訴えても介護度が上がらない 
体は元気でもほぼ監視が必要で，目が離せない 
特定（74 項目）にあてはまらず手間のかかる人への配慮が薄い 
家族の負担が反映されにくい 
家族の苦労が反映されない 
家族の介護力への配慮が弱い 

要介護度がかわ

ってしまう(5) 
要介護度が合ってない．要介護・変わりすぎる．4→3→2→1→4 
脳梗塞をおこす前は支援と介護をいったりきたり，実情も??な感あり 
国などの政策で翻弄される．（実例）要介護 2 から 1 に落ちて 4 年経て 2 に戻る→4 となった 
その年によって認定が下がる 
症状が変わらないのに変更することがかわった 

認知症が進行し

ているのに要介

護度が下がった

(5) 

認知が進行しているのに③から①になったり市の予算のために・・・ 
認知機能が低下しているのに，要介護１から翌年要支援１となった．認知症は進行する病気なのにあり得ない 
状態が進んだのに要介護 4 から 3 になった 
状況が悪くなっているのに要介護２から，１になりました 
昨年要介護 3 が 2 に下がり見直し再調査で 3 に戻った．1 年後の今年かなり進行したが 3 のまま，厳しいと思う． 

もっと高い要介

護度にしてほし

い(15) 

要介護が上がって欲しい 
要介護 7 ぐらい迄ほしいぐらいだ．利用単価がもっと必要 
要介護５より上が欲しい 
要介護 3 と思っている(2) 
要介護 2 だが，3 でも良いのでは？ 
父はなかなか要介護 3 に認められなかった 
認知度に比べて，軽い認定と感じる 
昨年から要介護２になると思った 
介護 2 から介護 3 にならない 
もう一段上ではと感じます 

要 介 護 度 が 低

く，希望するサー

ビスを受けられ

ない(8) 

訪問介護を増やしたかったが自費になるとのことで諦めた 
要介護 2 のためグループホームに入れない 
毎日利用できない 
介護度に関わらず介護者が離職せずに済むよう仕事をしやすいように必要なサービスを使えるようにして欲しい 
なかなか介護度が上がらず受けられるサービス限定される 
サービスを利用したいが単位が足らずに自己負担する時がある．行政で安くなる部分もあるが・・・ 
「要介護１」の時は週２回利用していたが「要支援１」に下がってからは．回数を減らされ．週１回に．できれば「要介護

１」の時のように週２回利用したい 
判定基準が不明

確，厳しい(24) 
判定基準が明確でない 
判定はやや厳しい 
認定理由の説明がなく不透明 
認定基準が非常に厳しいと感じる．又，地域差も有ると思う 
認定基準が年々きびしくなっている 
認定の査定がわかりにくい 
認知症の病名が付くだけで，介護度が上がると言われて適当なものだなあと思いました 
着替えを自力でできるうちは 3 にならないと言われました．認知能力は 3 だと思います 
社会的な判定がありそう 
介護費用のカット目的で厳しくなっている 
可成り認定のハードルが高いと思います 
胃ろうが理由で要 5→要 4.次回の認定は要 4→要 5 
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カテゴリー 主な記載内容 
1 人暮らしだし，少しずつ病気も進行しているが判定は厳しいと感じる 
「できる」ということの力が現実的ではない 

認定調査員や認

定審査会の判断

によって差があ

る(23) 

認定人のレベルが不安 
認定基準があるが，人によって判断が違う 
認定会議者，調査者勉強不足 
認定員に不満あり 
認知症の人の介護認定は調査員次第で変わる． 
調査員の恣意が入り認定に差が生じている 
判りやすく説明しない 
審査する人によって理解度の巾がある 
市町村によって差があるのでは？また調査員次第でいかようになるのでは？ 
どう見ても何もできないのにマニュアル通り聞いている 

更新までの期間

が長い(13) 
病気が進行しているのに，認定の更新が 3 年先，長すぎる 
認定当時より急激に進んだ為，現状とそぐわない 
前回の認定後 2 年後に再認定と云っていたのに，いつのまにかケアカンファもなく，そのままになっていた 
期間のうちに進行している 
2 年に 1 度は長い．1 年でかわると思う 
1 年の間に進行している様に思う 

結果が出るまで

時間がかかる(3) 
人材不足？認定がおりるのに時間がかかりすぎ 
時間がかかる 
なかなか，判定がでない 

入院中の認定で

現在と異なる(2) 
入院中のまだ回復していない頃に認定を受けたまま 
入院時の認定になった 

要介護度が上が

ると自己負担が

増える(2) 

要介護 2 ですが，3 にしたいけど金額が高くなる 
認定度が上がると負担が上がるので・・・ 

実情と合ってい

ない(8) 
実情に合っているとは思えない 
実情と介護度にバラつきがある 
自身で何も出来ないのに介 2 なんてホームに悪い 
介護認定が現状に見合ってない 
介護者の大変さとは合ってないように思う 
サービスを受けるのに一杯であり，実情と合っていない 

よくわからない

(3) 
わからない 
すべてが良くわからない 
これもあまり良くわからない 

その他(16) 本人の前で出来ないことを聞くなど，デリカシーに欠ける 
入所した途端介護度が高くなった 
思ったより介護度が高かった．要支援くらいだと思っていた 
現在，悪化しているので，介護度は上がると思う 
どうしようもないという気持ち 
ケアマネが申請するので不満 
主治医の意見と認定度が合っていない 

ケアプランの実情への適合性 
概ね満足してい

る(29) 
良くやってもらっていると思う 
毎回同じような内容 
問題点を出し，目標をケアプラン作成してくれる 
本当はもっと利用して欲しいが本人が「これ以上デイの回数を増やさないで」と言うので，この辺りが良い所かな？と思

う 
本人はほぼ満足している様子 
担当ケアマネのプランに不満なし 
今は良い施設に入れて満足しているが，これから先は不安 
今のところは合っていると思う 
後追いになりつつ充実してきた 
現段階では OK 
一日中の所へ本人が希望しないので仕方がない 
ほぼ満額利用しているので，これ以上は望めない 
というよりプラン全体像がわからないので示された内容には従った 
はじめてのプランなので，こんなものかと感じた． 
しかたない部分が多い 
サービスを今月からスタートしたばかりで，まだ何ともいえない 
これからなのでよくわからない 
ケアプランはあっていると思う 

ケアマネと話し合

って作成している

(14) 

問題がでてくると，相談に応じてくれる 
毎年ケアマネジャー，介護施設と話し合う 
実情に合った必要な内容を家族と一緒に考えてもらえている 
ヘルパーさんやケアマネと本人が，よく話し合って決めたので 
ケアマネは相談しながら，介護者の要望も考慮してくれる 
きちんと相談してくれ，一覧にして下さる 
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９． 介護家族の認知症の人への介護への思い 
1） 認知症の症状への対応で困っていること 
介護家族が認知症の人の認知症症状への対応で困っていること（表 74）は，同じことを何度も聞か

れる 627 件（46.0％），目が離せない 442 件（32.4％），興奮を鎮めるのが大変 280 件（20.5％），サ

ービスの利用を嫌がる 278 件（20.4％）が多かった． 
介護状況（図 6）でみると，主介護家族の方が主ではない介護家族よりも困っている割合が高かっ

たのは，同じことを何度も聞かれる，目が離せないであった．主ではない介護家族の方が主介護家族

よりも困っている割合が高かったのは，火の不始末や徘徊などの行動・心理症状への対応だった． 
介護家族との同居別（図 7）では，同居している方が目が離せないが多く，興奮を鎮めるのが大変

については別居している方が若干多い傾向があった． 

表 74 介護家族が認知症の人の症状への対応で困っていること（複数回答，n=1363） （件） 

困っていること 

主介護家族 介護家族 
全体 

同居 別居 無回答 小計 同居 別居 無回答 小計 

同じことを何度も聞かれる 361 175 10 546 19 58 4 81 627 

罪を着せられ責められる 87 43 2 132 4 9  13 145 

興奮を鎮めるのが大変 148 88 2 238 9 31 2 42 280 

暴力を振るわれる・攻撃される 65 27 2 94 7 9  16 110 

目が離せない 300 88 4 392 12 35 3 50 442 

夜，なかなか寝つかない 123 42 4 169 8 10 2 20 189 

火の不始末や徘徊などへの対応 127 45 4 176 9 24 2 35 211 

車の運転をしたがる 29 17  46 1 2  3 49 

サービスの利用を嫌がる 157 75 4 236 12 29 1 42 278 

その他 192 92 3 287 12 39 1 52 339 

特にない 104 55 5 164 9 16 1 26 190 

 

図 6 介護状況と認知症症状への対応で困っていること （n=1363） 
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